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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】シートベルトを着用している事が、外部から一
目瞭然に視認できるよう構成し、座席に座っていても着
用しない場合には、注意・警告するシートベルト着用の
表示装置を提供する。
【解決手段】車（Ｘ）室内の各座席に設けられた、各シ
ートベルト１の受け金具（Ａ）と差込金具（Ｂ）にそれ
ぞれスィッチ手段を設け、これら各シートベルト１の受
け金具（Ａ）を差込金具（Ｂ）に差し込むことにより、
配線（Ｃ）又は無線によって表示装置（Ｄ）で各シート
ベルト１の着用状態を表示し、該表示装置（Ｄ）を、車
（Ｘ）内であって外部より見え易い箇所に設ける事を特
徴とするシートベルト着用の表示装置で構成する。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　車（Ｘ）室内の各座席（Ｙ）に設けられた、各シートベルト（１）の受け金具（２）と
差込金具（３）に、それぞれスィッチ手段を設け、これら各シートベルト（１）の受け金
具（２）を差込金具（３）に差し込むことにより、配線（Ｃ）または無線によって表示装
置（Ｄ）で各シートベルト（１）の着用状態を表示するシートベルト着用の表示装置にお
いて、座席に着席していてもシートベルトを着用しない場合には、センサー等の手段によ
り感知して、表示装置の光電が点滅をし続け、シートベルトを着用すれば、点滅状態が普
通の光源に切り替わるか又は消灯することを特徴とするシートベルト着用の表示装置。
【請求項２】
　航空機（Ｚ）室内の各座席（Ｙ）に設けられた、各シートベルト（１）の受け金具（２
）と差込金具（３）に、それぞれスィッチ手段を設け、これら各シートベルト（１）の受
け金具（２）を差込金具（３）に差し込むことにより、配線（Ｃ）または無線によって表
示装置（Ｄ）で各シートベルト（１）の着用状態を表示するシートベルト着用の表示装置
において、座席に着席していてもシートベルトを着用しない場合には、センサー等の手段
により感知して、表示装置の光電が点滅し続け、シートベルトを着用すれば、点滅状態が
普通の光源に切り替わるか又は消灯することを特徴とするシートベルト着用の表示装置。
                                                                                
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この考案は、シートベルト着用の表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、車両による交通事故は、今日の車社会では到底避けられない問題であるが、人命
に係る事故については、極力、避ける必要があり、その為人命を守るシートベルトが存在
する。
【０００３】
　そして、走行中は、常に、このシートベルトを着用する必要があり、ドライバーはもと
より後部座席の同乗者にもその着用義務が負わされることと成り、又、高速道路を通行す
るリムジンバス等においてもシートベルトを着用する様車内放送でドライバーから案内が
されている。
【０００４】
　しかしながら、実際、シートベルトを着用しているか、否かは、車内を覗き込むように
しなければ外部からでは容易に判別できない状態であった。
【０００５】
　それに対して、シートベルトをする事により、社外の車幅灯になるものは存在している
。例えば、特許文献１の様に。
【特許文献１】特開２００４-２５６０８６号広報
【０００６】
　又、シートベルト着用を求められる旅客機においても、離陸時並びに着陸時には、必ず
、乗客はシートベルトを着用する必要があるが、乗客が着用しているか、否か、客室乗務
員（キャビンアテンダント）が一々座席を回って着用状態を確認しており、その作業は極
めて煩雑であった。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、上記課題を解決する為に、この考案はシートベルトを着用している事が、外部
から一目瞭然に視認できるよう構成し、座席に座っていても着用しない場合には、注意・
警告する。それにより、シートベルトの非着用を激減させることが出来、これにより、シ
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ートベルトの着用の励行となり、仮に、事故が発生した場合でも、最小限の被害で済むよ
う、致死傷を減少させることができ、交通安全に寄与できるシートベルト着用の表示装置
を開発・提供する事にある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この考案による課題を解決するための手段としては、自動車においては、ドライバー席
や同乗者席に設けられた各シートベルトを、それぞれが着用すれば、その着用状態が、外
部から素早く視認できるシートベルト着用の表示装置である。
【考案の効果】
【０００９】
　この考案によると、シートベルトを着用した際にのみ、外部に見易いように表示装置に
より表示される為、シートベルトの着用の励行にも成り、更に、無駄な通行車両の検問を
省略でき、スムーズな通行が可能であると共に、ドライバーや同乗者の身の安全を守るこ
とができ、又、航空機においては、客室乗務員の出発前の作業を楽にすることができ、乗
客の身の安全を守ることができる等、極めて有益なる効果を奏するものである。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１０】
　この考案の最良の形態について述べると、車或いは航空機等の室内に設けられた、各シ
ートベルト（１）の受け金具（Ａ）に差込金具（Ｂ）を差し込むことにより、スィッチ手
段が働き、電源（Ｃ）を介して表示装置（Ｄ）で表示し、該表示装置を室内、或いは、外
部より見え易い箇所に設けるシートベルト着用の表示装置とするものである。
【実施例１】
【００１１】
　そこで、この考案の一実施例を図１～図３に基づいて詳述すると、車（Ｘ）室内の各座
席に設けられた、各シートベルト（１）の受け金具（Ａ）と差込金具（Ｂ）にそれぞれス
ィッチ手段（２）を設け、これら各シートベルト（１）の受け金具（Ａ）を差込金具（Ｂ
）に差し込むことにより、配線（Ｃ）又は無線によって表示装置（Ｄ）で各シートベルト
（１）の着用状態を表示し、該表示装置（Ｄ）を、車（Ｘ）内であって外部より見え易い
箇所に設ける事を特徴とするシートベルト着用の表示装置から構成されるものである。
【００１２】
　尚、スィッチ金具（２）は、シートベルト（１）の受け金具（Ａ）の差込金具（Ｂ）を
挟んで対向する側に接触端子（Ｑ）（Ｑ）を設けておき、通常は、両端子は接触していな
いが、差込金具（Ｂ）を差し込むことにより、両端子（Ｑ）（Ｑ）が接続し、表示装置（
Ｄ）にその接続した状態、即ち、シートベルト（１）が着用された状態が表示されるよう
構成するものである。尚、（Ｃ）は、配線、（Ｓ）は、バッテリー電源で、（ＣＢ）制御
ボックス
で、（ＳＥ）はセンサーである。しかし、スィッチ手段は、この手段に限定されることは
ない。
【００１３】
　又、表示装置（Ｄ）は、防水機能を有するケーシング（３）に、電球や発光ダイオード
等の光源（４）が、シートベルト（１）の数だけ列設されており、車（Ｘ）外でルーフ前
方、前後面、左右の側面等か、車（Ｘ）内のインストルメント（５）上面に取り付けられ
、いずれにしても、外部から容易に視認できる箇所に配置するものである。
【００１４】
　又、表示装置が点灯表示する為の条件として、まず、各座席の下部にセンサー（ＳＥ）
を設けて、乗車人数及び乗車位置を認識し、且つ、認識された全乗車位置に設置されたシ
ートベルトがそれぞれ全て着用されないと車外ルーフ上に設けた表示装置（Ｄ）は表示さ
れない構成に成っている。又、車に乗った人が全員シートベルトを着用しない限り、車内
に設けた表示装置（Ｄ）の光源（４）は点滅し続け、座席に着席して１０秒以内にシート
ベルトを装着しなければバックブザーと同様の外部に聞こえる警告音を発し、シートベル
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トを装着すると同時に警告音は止まるよう構成されている。又、運転手は運転席に設けた
表示装置（Ｄ）を確認し、未着用の人がいたら着用するよう指摘することが出来る。
【実施例２】
【００１５】
　次に、この考案の他の実施例を図面に従って詳述すると、航空機（Ｙ）室内の各座席に
設けられた、各シートベルト（１）の受け金具（Ａ）と差込金具（Ｂ）にそれぞれスィッ
チ手段（２）を設け、これら各シートベルト（１）の受け金具（Ａ）を差込金具（Ｂ）に
差し込むことにより、配線又は無線によって表示装置（Ｄ）で各シートベルトの着用状態
を表示し、該表示装置を、室内の客室乗務員の待機場所近傍に設けることを特徴とするシ
ートベルト着用の表示装置から構成されるものである。
【実施例３】
【００１６】
　又、バス等の座席数の多い車両の場合には、光源を一つに集約し、乗車した全員のシー
トベルトの着用が行わなければ、点滅が止まらず、全員のシートベルトの着用が終了すれ
ば、点滅状態から普通の光源に切り替わるか、又は消灯する。又、座席数が少ない場合に
於いても同様の、光源を一つに集約する施工方法でも良い。尚、光源はシートの数だけで
も良いし、一光源に集約しても良い。
【産業上の利用可能性】
【００１７】
　シートベルトを着用している事が、外部から一目瞭然に視認できる様に構成し、座席に
座っていても着用しない場合には、注意・警告する。それにより、シートベルトの非着用
を激減させる事が出来、これにより、シートベルトの着用の励行となり、仮に、事故が発
生した場合でも、最小限の被害で済むよう、致死傷を減少させる事ができ、交通安全に役
立つ等、自動車産業市場に寄与する点で産業上の利用可能性を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】この考案の一実施例を示し、シートベルトの一部欠截斜視図である。
【図２】この考案の一実施例を示し、（Ａ）は、表示装置の取り付け箇所を示す一部欠截
正面図であり、（Ｂ）は、表示装置の取り付け箇所を示す一部欠截正面図である。
【図３】この考案の一実施例を示し、各機器配置場所及び配線図である。
【符号の説明】
【００１９】
　１　シートベルト
　２　スィッチ手段
　３　ケーシング
　４　光源
　５　インストルメントパネル
　Ａ　受け金具
　Ｂ　差込金具
　Ｃ　配線
　ＣＢ　制御ボックス
　Ｄ　表示装置
　Ｑ　接触端子
　Ｓ　バッテリー電源
　ＳＥ　センサー
　Ｘ　車
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